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に選定した機体は MATRICE 600 PRO （DJI 
Co., Ltd.）である。この機体の最大ペイロー
































ル表面から約 9 mm である。模擬欠陥の大
きさは、50 mm 角、100 mm 角、150 mm 角




















範囲は縦 1.4 m、横 1.6 m 程度に設定した。
計測点数は縦 21 点、横 25 点の計 525 点であ






波数範囲 500－4100 Hz、パルス幅 3 ms、変
















査 法 に よ り 検 出 さ れ た、200 mm 角、150 

























図9　使用した波形の周波数特性 図10　振動速度スペクトル：200 mm 角
図11　振動速度スペクトル：150 mm 角
図12　振動速度スペクトル：100 mm 角































計測点の間隔は 70 mm 程度となっており、
50 mm 角の模擬欠陥を確実に捕捉するため
には間隔を 50 mm 以下にする必要がある。
しかし、こちらも計測密度を上げると計測点
数が増え計測時間が増加するため、一回り大
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